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誰ひとり取り残さない さばえつながりサポート事業

【課　題】

　コロナ禍の長期化により、さまざまな困難や不安を抱える女性の増加が浮き彫りとなっている状況のなか、個々に寄り添ったきめ細やかなサポート支援と支援体制の強化が必要となっている。

【事業概要・目的】

　生きづらさを抱えながらも声を上げられずに苦しむ女性を救うため、市民団体等の知見を生かした行政だけでは行き届かないきめ細やかな支援を行うことで、助けを必要とする女性をひとりでも多く見つけ、安心して過ごせる居場所を提供し、孤立を防ぎ、辛い気持ちを和らげるとともに、必要な行政支援等に繋げるサポートを行う。

市　役　所

【行政による運営】

・総合相談窓口

・専門的な個別相談対応

・各種支援制度の案内

・情報提供による支援、助言

夢みらい館･さばえ

【市民団体（夢みらいＷｅ）による運営】

・気軽に立ち寄れる居場所づくりの提供

・心の居場所を提供するピアサポートサロン開催

・支援につなげるファースト相談窓口

・人と人がつながるイベントの開催

・女性用品の提供　など

専門相談

・行政支援

へつなぐ

情報

共有･提供

つながりサポート事業のイメージ図





女性用品の

配布



対面による

相談・支援

ピアサポート

おしゃべり

サロン

夢みらい館バザール

不安な気持ちを和らげます。

仲間との出会いのきっかけになります。

困難や悩みの解消に繋げます。

心地よい居場所をつくります。

希望の方に生理用品をお渡しします。

「不安」や「孤独」を抱える女性に寄り添ってサポートします。

「誰かと話したいな」 「どこに相談に行ったらいいのかな？」

そう思った女性が対象です。
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